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研究課題 「AI を活用した病理診断支援システムの構築」に関する情報公開 
 

１．研究の対象 

2000 年 1 月 1 日から 2030年 1 月 31 日までに、当院において病理診断を受けた症例  

 

２．研究目的・方法・研究期間 

病理診断書においては、診断名と診断所見に加えて、主に「がん取り扱い規約」に基づいた「診断

記号」をしばしば付します。この診断記号は病変の良悪や腫瘍の広がりを表すもので、ステージ分

類の記載も含まれ、臨床対応に直結する重要な情報です。現在、診断記号の記載は病理医によ

るマニュアル入力であり、それ故に誤入力のリスクをはらんでいます。本研究では診断所見と診断

記号を比較し、齟齬がある場合にアラートを出す診断支援システムを構築することにより、

現行の病理組織診断の精度向上を目的とします。この研究により病理診断の精度の向上およ

び病理医の業務負担低減が期待されます。 

研究の方法としては、名古屋大学医学部附属病院における病理診断書(約 300,000 件)をエ

クセルとして出力し、ID、患者名、病歴を含む臨床所見などの個人情報と、臨床診断、病理

診断、病理所見などの「個人を特定できない情報」に分けます。「個人を特定できない情報」

に関してはデータを ChatGPT などの生成 AI、あるいは通常型 AI に入力し、学習させます。

一方で個人情報については非識別化の上で閉域あるいは準閉域の AIソフトを用いて解析し

ます。病理所見からの診断記号の自動生成、あるいは診断記号や臨床所見と病理所見の乖離

を指摘することができるか、その精度を確認しながらシステムを構築していきます。構築さ

れたシステムは、閉域あるいは準閉域の AIソフトに移し、名古屋大学病院の病理診断支援

システムとして活用します。 

またシステムを構築できた際は、特許取得や企業との共同販売に進むことを考えています。

この際の利益は名古屋大学に属しますが企業との交渉や特許取得の状況に左右される可能

性があります。一方で患者さんへの還元、権利の共有はありません。 

この研究は、通常診療における診断書を活用しますので患者さんの負担が増えることはありませ

ん。その検体番号と施設内 ID 番号とが連結可能な形で、管理台帳ファイルに管理・保管されます。

管理台帳ファイルは名古屋大学内でパスワードをかけたコンピューター内で保管され、第三者が

患者さんを特定することはできません。この研究結果は学会や論文で公表・使用されることがありま

すが、個人が特定されることはありません。また今回の研究でご協力いただいた情報、試料は将来

的に別の研究に用いる場合があります(２次利用)。この研究は名古屋大学における生命倫理審

査委員会の承認を受けて実施しています。研究期間は、実施承認日から 2031 年 3 月 31 日

までを予定しております。 

<研究資金について> 

本研究に関わる利益相反はありません。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 
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情報：病理診断書(病理標本の臓器種別・臨床診断・臨床情報・肉眼所見・病理所見・免疫染色

結果・遺伝子解析結果などを含む) 

 

４．外部への試料・情報の提供 

解析の一部を外注業者に委託する可能性もありますが、当該資料は臨床診断、病理診断、

病理所見などの「個人を特定できない情報」のみの発注とします。対照表は本学の研究責任

者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

１ 研究代表者（所属・職名・氏名）非該当 

２ 研究責任者（所属・職名・氏名） 

名古屋大学大学院医学系研究科 臓器病態診断学・教授・加留部謙之輔 

３ 研究分担者（所属・職名・氏名） 

名古屋大学医学部附属病院 メディカル ITセンター・講師 副センター長・古川大記 

名古屋大学医学部附属病院 病理部・副部長・佐藤啓 

名古屋大学大学院医学系研究科臓器病態診断学・大学院生・吉川 佳苗 

名古屋大学医学部附属病院 病理部・副臨床検査技師長・佐藤浩司 

名古屋大学医学部附属病院 病理部・主任臨床検査技師・小林晴美 

名古屋大学医学部附属病院 病理部・主任臨床検査技師・原稔晶 

名古屋大学医学部附属病院 病理部・臨床検査技師・金田晴輝 

 

４ 共同研究機関・共同研究者（所属・職名・氏名） 

なし 

５ 既存試料・情報の提供のみを行う者（所属・氏名） 

なし 

 

６. お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人

の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出く

ださい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

   

 照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
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名古屋大学大学院医学系研究科臓器病態診断学 

〒466-8560 

愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 

Tel: 052-744-2896 Fax: 052-744-2897 

  

  研究責任者/研究代表者： 

名古屋大学医学系研究科 臓器病態診断学・教授・加留部 謙之輔   

 

 

 

 

 

 


